
タルト店のキルフェボン
核事業だったという。積極的な投資がしにくいな

フルーツタルトの専門

多く名古屋は出店の優先控えてきた。

店のキルフェボン(静岡市)が約10年ぶりに名古屋に再出店する。28日に名古屋市の繁華街・栄に開業する。再出店の背景には2024年に投資フ

愛知県から足を運ぶ客もいた。キルフェボンの石
川智哉社長は「利用者がか新規出店は15年もの間

度が高かった。名古屋を重要な商圏と捉えてい
た」と話す。

キルフェボンが名古屋に再出店したのは、経営参画した投資ファンドの判断によるところが大き
ファンド傘下に入り、キルフェボンは採算が見込める店舗の条件を定め、適応する場所には積極的に出店するようになった。まず出店したい物件の広さや日当たりなどい。日本の中堅企業に投の条件を明確化した。希

ァンドの傘下に入ったことがある。経営戦略は刷新され、カフェ激戦区の「名古屋へもう一度」という判断を下した。栄の複合施設「ナディアパーク」のそばに「キルフェボン名古屋栄」が開店する。キルフェボンは季節のフルーツをふんだんに使ったタルトが魅力だ。東京や大阪など全国各地に出店しており、栄店の開業で12店舗目となる。名古屋限定の商品
む。

も用意する予定で、愛知だけではなく岐阜、三重などからの流入も見込新店舗は従来の名古屋の店舗の1・5倍の広さと、ゆったりと過ごすことができる。地元で採れた果物を使ったタルトを
名古屋に13年ぶり再出店

キルフェボン名古屋栄の内観イメージ用意する。オープン記念商品では、愛知県のイチジク農園で栽培されたイチジクのタルトを提供する。店内飲食では1ピースで2486円。名古屋の再出店に対し、ファンの反響は大きい。プレオープンの際の応募数は想像以上だった(同社)という。以前の店は松坂屋名古屋店(名古屋市)の中にあったが、2012年1月に撤退した。中部から近い店舗は静岡や京都の店舗となり、浜松店には
ファンド傘下 積極投資にカジ

資するファンド「サンラ 望に合う立地を広く募集

た。

イズキャピタル」が24年し、今回の出店につなげ
1月にキルフェボン株を100%取得した。同ファンドが出資していたつながりで不動産事業に精通する石川氏を社長に招き、再出発した。

た。サンライズキャピタルは5年程度で企業価値を高め、他の株主に売却
する方針だ。

今後の展望についてキルフェボンは「東海地方での新規出店も考えていは東証プライム上場のきたい。電子商取引(E込む。

C)も強化する」と意気
サンライズキャピタルベイカレント・コンサルティング(現ベイカレント)やアパレルのバロッ

クジャパンリミテッドな強く、同様にカフェも盛
どへの投資実績を持つ。飲食店フランチャイズ企

名古屋は喫茶文化が根んな土地だ。ケーキなどを提供する「ハーブス(H業などにも投資してお ARBS)」など名古屋
り、運営ノウハウをキルフェボンにも生かしてきそれまでキルフェボンは、ある事業会社の非中
が発祥の有名店など競合も多い。名古屋らしい特色を打ち出せるかが誘客のカギになる。

(竜田菜美子)
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